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印
度
學
佛
敎
學
硏
究
第
六
十
七
巻
第
一
号　

平
成
三
〇
年
十
二
月

千
観
撰
『
法
華
三
宗
相
対
抄
』
の
資
料
的
価
値道

元

徹

心

は
じ
め
に

叡
山
文
庫
所
蔵
の
千
観
撰
『
法
華
三
宗
相
対
抄
』
は
、
一
九
四
〇
年

に
佐
藤
哲
英
博
士
に
よ
っ
て
概
要
報
告
が
さ
れ
て
以
降
、
そ
の
具
体
的

内
容
に
つ
い
て
は
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
千
観
（
九
一
八
―

九
八
三
）
の
事
績
や
浄
土
教
の
面
に
関
し
て
は
、
佐
藤
哲
英
博
士
）
1
（

な
ど

の
先
行
研
究
が
あ
る
。

千
観
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
物
に
応
和
の
宗
論
（
九
六
三
）
で
有
名
な

良
源
（
九
一
二
―
九
八
五
）
が
い
る
。
千
観
は
良
源
ほ
ど
に
は
後
世
に
名

を
馳
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
論
義
に
関
連
す
る
貴
重
な
大
著
を
残

し
て
い
る
。
そ
れ
が
従
来
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
か
っ
た
千
観
撰
『
法
華

三
宗
相
対
抄
』
で
あ
る
。
本
稿
で
は
本
書
の
具
体
的
内
容
を
研
究
し
、

そ
の
資
料
的
価
値
を
提
示
す
る
。
ま
た
本
書
が
日
本
天
台
の
一
三
権
実

論
争
に
お
い
て
、
思
想
史
的
に
如
何
な
る
位
置
に
あ
る
か
を
考
察
し
た

い
。

一
　『
法
華
三
宗
相
対
抄
』
に
つ
い
て

千
観
の
論
義
に
関
す
る
も
の
と
し
て
『
十
六
義
科
目
録
）
2
（

』
が
あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
『
法
華
三
宗
相
対
抄
』（
以
下
『
三
宗
相
対
抄
』）
五
〇
巻

は
大
部
の
も
の
で
、
天
台
・
法
相
・
三
論
の
三
宗
の
立
場
か
ら
経
典
論

疏
の
引
用
を
し
、『
法
華
経
』
二
八
品
の
解
説
を
展
開
し
た
文
献
で
広

義
と
し
て
の
論
義
書
で
あ
る
。

こ
の
『
三
宗
相
対
抄
』
は
佐
藤
博
士
が
指
摘
）
3
（

す
る
よ
う
に
未
再
治
本

で
、
同
じ
く
千
観
の
著
述
『
法
華
三
宗
要
録
』（
以
下
『
三
宗
要
録
』）
が

再
治
本
と
な
っ
て
い
る
。
両
書
と
も
に
数
巻
の
巻
末
に
み
ら
れ
る
奥
付

か
ら
千
観
没
後
百
年
余
り
経
過
し
た
平
安
末
の
古
写
本
と
み
ら
れ
る
。

書
き
始
め
ら
れ
た
の
が
応
和
の
宗
論
の
前
年
（
九
六
二
）
で
）
4
（

、『
三
宗
相

対
抄
』
は
勿
論
の
こ
と
『
三
宗
要
録
』
で
も
外
題
が
『
法
華
三
宗
相
対

抄
』
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
『
三
宗
要
録
』
の
外
題
に
は
「
別
本
」
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
便
宜
上
両
書
を
同
一
書
と
扱
っ
て
い

く
。『

三
宗
相
対
抄
』
は
ほ
と
ん
ど
が
三
宗
の
典
籍
か
ら
の
引
用
で
構
成



― 35 ―

千
観
撰
『
法
華
三
宗
相
対
抄
』
の
資
料
的
価
値
（
道

元
）

さ
れ
る
の
に
対
し
て
、『
三
宗
要
録
』
は
若
干
千
観
の
自
説
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。『
三
宗
相
対
抄
』
と
『
三
宗
要
録
』
の
両
書
を
合
わ
せ

る
と
、
実
に
三
三
〇
七
丁
に
も
な
る
膨
大
な
写
本
と
な
っ
て
い
る
。
引

用
さ
れ
る
文
献
は
、
主
に
天
台
三
大
部
や
湛
然
の
『
法
華
文
句
記
』、

三
論
で
は
吉
蔵
の
『
法
華
義
疏
』『
法
華
遊
意
』、
法
相
で
は
基
の
『
法

華
玄
賛
』
と
そ
の
註
釈
で
あ
る
鏡
水
寺
栖
復
の
『
法
華
経
玄
賛
要
集
』

（
以
下
『
玄
賛
要
集
』）
で
あ
る
。

こ
の
栖
復
の
『
玄
賛
要
集
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
書
の
成
立
時
期
を

考
え
る
と
日
本
天
台
で
千
観
が
最
初
に
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
『
玄
賛
要
集
』
三
五
巻
は
巻
二
二
・
巻
二
三
・
巻
三
〇
・
巻
三
二

の
四
巻
）
5
（

が
欠
本
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
欠

本
と
な
っ
て
い
る
該
当
四
巻
分
の
内
、
三
巻
分
の
相
当
量
が
『
三
宗
相

対
抄
』
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
も
本
書
は
貴

重
文
献
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
改
稿
し
逸
文
復
刻
と
し
て
紹
介
し
た

い
）
6
（

。書
誌
的
に
は
、
縦
二
四
。
五
糎
・
横
一
五
。
〇
糎
・
一
丁
左
右
に
各

七
行
、
一
行
に
一
九
字
前
後
。
胡
蝶
綴
で
『
三
宗
相
対
抄
』
一
六
冊
と

『
三
宗
要
録
』
四
冊
が
全
二
〇
冊
と
し
て
一
具
の
装
丁
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
四
冊
の
『
三
宗
要
録
』
は
外
題
に
「
別
本
」
の
表
記
が
あ
る
。

『
三
宗
相
対
抄
』
五
〇
巻
の
内
、
本
巻
は
巻
一
一
・
一
五
・
一
六
・

一
八
―
二
〇
・
二
二
―
二
五
・
二
八
―
三
三
・
三
七
・
四
一
・
四
二
・

四
九
の
各
巻
が
欠
本
と
な
っ
て
い
る
。

別
本
第
三
の
奥
書
に
は
「
保
安
二
年
正
月
二
十
六
日
申
時
書
了
」、

本
巻
第
五
巻
奥
書
は
「
治
承
四
年
十
月
二
十
二
日　

於
大
原
来
迎
院　

書
了
」、
巻
に
よ
っ
て
書
写
し
た
年
代
は
異
な
り
、
平
安
時
代
末
の

一
一
二
一
年
頃
か
ら
一
一
八
〇
年
頃
に
大
原
来
迎
院
な
ど
で
写
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
本
巻
の
第
十
二
巻
に
は
、
築
島
裕
博
士
に
よ
る

一
九
五
八
年
の
調
査
カ
ー
ド
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
前

半
が
院
政
期
で
後
半
が
鎌
倉
期
の
写
本
と
記
さ
れ
て
い
る
）
7
（

。

二
　『
法
華
三
宗
相
対
抄
』
に
お
け
る
千
観
の
学
術
態
度

『
三
宗
相
対
抄
』
別
本
第
一
巻
は
、『
法
華
経
』
序
品
で
の
三
宗
の
通

釈
を
始
め
る
に
先
立
ち
、
経
典
成
立
史
の
検
証
を
展
開
し
て
い
る
。
そ

こ
で
は
千
観
の
興
味
深
い
説
示
が
み
ら
れ
る
。

／
七
品
以
天
授
品
與
寶
塔
同
品
四
本
違
三
寔
為
未
可
文
。
／
又
誰
言
提
婆
品
羅

什
公
不
譯
。
但
是
江
東
所
傳
之
本
無
／
有
此
品
故
時
人
見
之
云
什
譯
無
此
品
實

非
什
公
不
譯
／
故
天
台
釋
云
羅
什
譯
妙
経
畢
令
僧
叡
講
之
叡
開
内
／
九
轍
當
時

二
十
八
品
長
安
客
人
請
此
品
淹
留
在
内
。
江
東
所
／
傳
止
得
二
十
七
品
至
下
釋

具
可
明
之
又
於
属
累
品
古
今
諸
師
皆
云
／
什
公
深
得
経 

意
。
但
唐
朝
慈
恩
独

不
許
此
義
。
遂
／
付
八
相
違
十
不
可
因
茲
妙
楽
大
師
一
々
反
破
之
。 

 

 
（
別
本
第
一
巻
・
一
四
丁
右
―
左
）（
句
読
点
傍
線
は
筆
者
加
筆
、
以
下
同
）

こ
の
よ
う
に
提
婆
品
は
江
東
地
方
（
現
在
の
浙
江
省
）
由
来
の
伝
承
本

で
、（
元
々
法
華
経
に
は
収
め
ら
れ
ず
）
羅
什
訳
の
『
法
華
経
』
に
は
当
初

提
婆
品
が
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
羅
什
訳
の
妙
法
蓮
華
経
は
つ
い
に
僧



― 36 ―

千
観
撰
『
法
華
三
宗
相
対
抄
』
の
資
料
的
価
値
（
道

元
）

叡
に
命
じ
て
こ
れ
を
講
じ
さ
せ
、
僧
叡
は
こ
れ
を
開
い
て
九
轍
と
し
た

と
さ
れ
る
。
提
婆
品
の
一
見
の
為
に
長
安
に
暫
く
滞
在
す
る
人
々
が
い

た
様
子
で
あ
る
。

ま
た
囑
累
品
に
関
す
る
記
述
が
、
先
の
『
三
宗
相
対
抄
』
序
分
の
提

婆
品
記
述
に
続
い
て
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
傍
線
部
分
の
千
観
自
身
の
文

で
あ
る
。
詳
し
く
は
別
稿
）
8
（

と
す
る
が
、
い
わ
ゆ
る
囑
累
品
の
経
中
・
経

末
説
の
問
題
で
、『
法
華
経
』
の
成
立
に
関
し
て
囑
累
品
が
経
中
に
あ

る
か
経
末
に
あ
る
の
か
、
ど
ち
ら
が
本
来
的
に
正
し
い
か
の
問
題
を
提

示
し
て
い
る
。

以
上
、
注
目
さ
れ
る
点
は
近
年
学
者
間
で
研
究
が
進
ん
で
い
る
「
法

華
経
成
立
史
の
問
題
）
9
（

」、
特
に
提
婆
品
の
成
立
の
問
題
と
囑
累
品
の
経

典
に
お
け
る
経
中
経
末
の
位
置
問
題
に
関
し
て
千
観
が
考
察
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
智
顗
の
提
婆
品
長
安
客
人
淹
留
説
を
ふ
ま
え
提
婆
品
の

問
題
と
囑
累
品
の
問
題
を
千
観
が
紹
介
す
る
に
留
め
て
い
る
。
今
日
諸

説
あ
る
内
の
特
定
説
を
千
観
が
主
張
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

紹
介
す
る
に
留
め
る
意
図
は
、
天
台
法
相
三
論
の
三
宗
各
々
の
立
場
で

『
法
華
経
』
解
釈
を
論
じ
よ
う
と
し
た
千
観
の
撰
述
態
度
と
理
解
さ
れ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
　『
法
華
三
宗
相
対
抄
』
に
み
ら
れ
る
特
異
表
現

火
宅
三
車
の
譬
喩
に
お
け
る
三
車
四
車
の
問
題
で
、
露
地
の
白
牛
車

と
門
外
の
牛
車
の
同
異
の
問
題
で
あ
る
。
両
者
を
同
一
と
す
る
の
が
徳

一
の
法
相
の
立
場
（
三
車
家
）
で
あ
り
、
最
澄
は
羊
鹿
牛
の
三
車
の
他

に
白
牛
車
（
大
白
牛
車
）
を
加
え
て
四
車
と
説
く
。
門
外
の
牛
車
と
露

地
の
大
白
牛
車
が
異
な
る
解
釈
で
、
三
乗
の
菩
薩
と
一
仏
乗
と
し
て
の

大
乗
菩
薩
と
が
異
な
る
意
で
、
そ
れ
を
千
観
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

又
未
ニ
出
宅
ヲ
許
以
牛
車
ヲ
。
既
亦
破
シ
テ
大
／
後
二
出
宅
ヲ
与
ハ
。
是
何
等
ノ
車
ヲ
。

若
言
与
テ
白
牛
ヲ
棄
本
ノ
黄
牛
ヲ
故
。
／
既
尓
即
應
捨
テ
頓
学
漸
ヲ
。
黄
ト
白
ト
ノ
牛
ノ

相
因
行
何
殊
。 

（
別
本
巻
五
・
四
二
丁
左
）

三
車
に
示
す
牛
を
黄
牛
と
喩
え
、
白
牛
を
与
え
て
黄
牛
を
棄
て
る
こ

と
を
説
い
て
い
る
。
黄
と
白
の
牛
の
相
因
行
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
三
乗
方
便
と
し
て
の
牛
と
一
乗
真
実
と
し
て
の
白
牛
を
明
確
に
区

別
し
、
天
台
の
四
車
家
の
立
場
を
鮮
明
に
し
て
い
る
）
10
（

。
こ
の
よ
う
な
三

乗
の
菩
薩
道
を
黄
牛
に
譬
え
る
例
は
日
本
天
台
史
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
特
例
で
あ
る
）
11
（

。

次
に
三
宗
を
比
較
す
る
上
で
の
譬
喩
で
あ
る
。
別
本
巻
五
の
一
七
丁

右
か
ら
一
八
丁
右
に
か
け
て
の
方
便
品
を
解
釈
す
る
箇
所
に
お
い
て
、

法
華
一
乗
法
を
優
曇
樹
に
喩
え
て
い
る
。
優
曇
の
譬
喩
は
三
宗
で
如
何

と
自
問
し
、
天
台
と
三
論
は
倶
に
皆
（
優
曇
）
花
を
も
っ
て
『
法
華
経
』

を
喩
え
る
。
輪
王
が
三
千
年
に
一
度
現
れ
三
乗
の
機
根
を
熟
さ
せ
て
一

乗
法
に
教
化
す
る
。
天
台
と
三
論
に
お
い
て
、
こ
の
法
を
聞
く
者
は
皆

倶
に
成
仏
す
る
。
但
し
（
法
華
）
玄
賛
の
意
は
分
明
な
ら
ず
と
述
べ
る
。

つ
ま
り
法
相
の
義
は
一
乗
法
を
明
確
に
せ
ず
と
説
く
。
千
観
は
譬
喩
を
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使
い
一
乗
真
実
三
乗
方
便
の
義
を
展
開
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
）
12
（

。

賛
云
金
輪
王
出
大
海
少
減
金
輪
路
現
其
花
／
乃
生
記
文
引
此
解
嘉
祥
〈
引
河
西

解
釈
之
〉
此
法
花
經
法
輪 

／
王
出
生
死
／
漸
減
一
乗
道
顕
方
演
説
之
。
又
問
。

天
台
三
論
倶
皆
以
／
花
喩
法
花
經
以
輪
王
喩
聞
者
ノ
當
／
成
仏
。
但
玄
賛
／
文
不

分
明
。
若
是
能
説
ノ
仏
譬
輪
王
所
説 

（
別
本
巻
五
・
一
七
丁
左
―
一
八
丁
右
）

四
　『
法
華
玄
賛
要
集
』
の
引
用

次
に
『
三
宗
相
対
抄
』
か
ら
『
一
乗
要
決
』
へ
の
影
響
に
つ
い
て
考

察
し
よ
う
。
先
ず
『
三
宗
相
対
抄
』
に
は
『
法
華
経
』
二
八
品
の
序
品

か
ら
順
次
、
天
台
三
論
法
相
の
順
序
で
『
法
華
文
句
』『
法
華
義
疏
』『
法

華
玄
賛
』
等
が
引
用
さ
れ
る
。『
法
華
玄
賛
』
が
引
用
さ
れ
る
場
合
、

そ
の
殆
ど
で
『
法
華
玄
賛
』
の
引
用
に
続
い
て
『
法
華
玄
賛
要
集
』（
以

下
『
玄
賛
要
集
』）
が
引
用
さ
れ
る
。
こ
の
『
玄
賛
要
集
』
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
日
本
で
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
か
関
心
が
置
か
れ
て
い
た
。

国
文
学
の
方
面
で
そ
の
研
究
）
13
（

が
あ
り
、
日
本
で
の
引
用
の
嚆
矢
を
興
福

寺
仲
算
の
『
法
華
経
釈
文
』
の
撰
述
に
係
る
九
七
六
年
と
み
る
説
が
あ

る
）
14
（

。
し
か
し
、
そ
の
一
四
年
前
に
千
観
が
『
三
宗
相
対
抄
』
に
引
用
し

て
お
り
、
千
観
が
日
本
で
最
も
早
く
『
玄
賛
要
集
』
を
用
い
た
こ
と
に

な
る
。
し
か
も
『
三
宗
相
対
抄
』
本
巻
第
一
巻
の
冒
頭
内
題
に
「
法
華

経
玄
賛
要
集
第
一　

鏡
水
沙
門
栖
復
集　

記沙
門
千
観
抄
要
文

之
菩
提
賛
本
文
」
と
あ

る
。
本
来
内
題
と
し
て
「
法
華
三
宗
相
対
抄
」
と
あ
る
べ
き
を
如
何
に

千
観
が
『
玄
賛
要
集
』
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。

当
時
日
本
に
伝
来
し
た
『
法
華
玄
賛
』
を
理
解
す
る
上
で
の
最
新
資
料

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
源
信
（
九
四
二
―
一
〇
一
七
）
の
『
一
乗
要
決
』
に
は
『
玄

賛
要
集
』
が
二
個
所
に
わ
た
り
引
用
さ
れ
る
。
そ
の
二
個
所
と
も
が
千

観
の
『
三
宗
相
対
抄
』
に
引
用
さ
れ
る
『
玄
賛
要
集
』
の
引
用
文
に
一

致
す
る
。
千
観
の
『
三
宗
相
対
抄
』
に
引
用
さ
れ
る
『
玄
賛
要
集
』
の

文
章
量
は
、『
玄
賛
要
集
』
全
体
の
五
分
の
一
程
度
と
推
定
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
千
観
は
『
玄
賛
要
集
』
か
ら
そ
の
要
文
を
引
用
し
た
と
考
察

さ
れ
よ
う
。
千
観
と
源
信
の
『
玄
賛
要
集
』
へ
の
着
目
が
偶
然
一
致
し

た
と
み
る
よ
り
、
む
し
ろ
千
観
か
ら
源
信
へ
の
影
響
と
考
え
る
こ
と
が

妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
千
観
の
引
用
例
を
源
信
が
指
南
と
し
て
原
典

を
参
照
し
『
一
乗
要
決
』
に
引
用
し
た
と
論
考
さ
れ
る
。『
一
乗
要
決
』

巻
中
の
引
用
と
『
玄
賛
要
集
』
と
を
比
較
す
る
と
源
信
は
抄
出
し
引
用

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

『
一
乗
要
決
』
巻
中

（
大
文
第
五
・
斥
定
性
二

乗
永
滅
計
）

要
集（
法
相
宗
鏡
水
抄
）云
。 

二
乘
ノ
果
ニ
ハ
應
レ
有
二
二
定

性
一。
除
二
不
定
性
ノ
大
乘
一。

三
乘
之
中
。
隨
一
姓
故
。

如
二
定
性
大
乘
一ノ
。
又
問
。

在
二
於
滅
定
一ニ
許
レヤ
有
二
七

『
法
華
玄
賛
要
集
』
第
三
巻

故
大
論
及
法
華
論
。
四
種
聲
聞
。
不
為
趣
寂
授

記
。
若
定
性
人
。
同
增
上
慢
。
言
根
未
熟
後
可
熟

者
。
違
諸
教
失
。
所
言
違
理
者
。
立
量
云
。
二
乘
之

果
是
有
法
。
應
有
定
性
。
除
不
定
性
大
乘
故
。
宗
因

云
。
三
乘
之
中
隨
一
攝
故
。
猶
如
定
性
大
乘
。
定
性

大
乘
隨
一
攝
。
定
性
大
乘
得
成
佛
。
二
乘
定
性
。
三

乘
隨
一
攝
故
。
同
彼
定
性
大
乘
得
成
佛
。
又
問
彼

曰
。
在
於
滅
定
。
許
有
七
八
否
。
更
問
無
餘
依
涅
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八
一

否
ヤ
。
又
問
。
無
餘

涅
槃
許
レ
有
二
七
八
一
否
ヤ
。

若
不
レ
許
者
。
量
云
。
汝
カ 

滅
定
ニ
ハ
應
レ
名
二
無
餘
依
涅 

槃
一。
同
二
彼
ノ
無
餘
一。
無
二カ

七
八
一
故
。
如
二
彼
ノ
無
餘
涅

槃
一ノ
。
及
量
云
。
無
餘
涅
槃
ヲ

應
レ
名
二
滅
定
一。
許
カ
有
二ト 

七
八
一
故
。
如
二
滅
定
一ノ
。
又

量
ニ
云
。
趣
寂
ノ

聲
聞
ハ
。

定
テ
不
二
成
佛
一。
以
レ
無
二ヲ
大

乘
ノ
因
一
故
。
由
ヲ
如
二
虚

空
一ノ
。（
恵
全
二
、
一
〇
四
―

一
〇
五
）

槃
。
許
有
七
八
否
。
若
不
許
者
。
量
云
。
汝
滅
定
是

有
法
。
應
名
無
餘
涅
槃
故
。
宗
。
因
云
。
同
無
餘
。

無
七
八
故
。
如
彼
無
餘
涅
槃
。
無
餘
涅
槃
七
八
無
。

無
餘
涅
槃
。
不
再
起
滅
定
。
七
八
無
同
彼
。
無
餘
無

再
起
。
反
量
云
。
無
餘
涅
槃
是
有
法
。
應
名
滅
定

故
。
宗
因
云
。
許
有
七
八
故
。
同
喩
如
滅
定
。
滅
定

七
八
在
。
滅
定
許
再
起
。
無
餘
涅
槃
七
八
在
。
應
同

滅
定
得
再
起
。
又
量
云
。
寂
寂
聲
聞
是
有
法
定
。
不

成
佛
故
。
宗
因
云
。
以
無
大
乘
因
故
。
猶
如
虚
空
。

（
傍
線
は
『
一
乗
要
決
』
対
応
部
分
で
筆
者
付
加
、
以
下
同
）

（
新
纂
続
蔵
三
四
、
二
二
九
上 

）

『
三
宗
相
対
抄
』
所
引
の
『
玄
賛
要
集
』

故
大
論
及
法
花
論
説
四
種
聲
聞
不
為
趣
寂
授
記
○
言

違
言
違
理
者
立
量
云
二
乘
之
果
○
應
有
定
定
性
除
不

定
性
大
乘
三
乘
之
中
隨
一
攝
故
如
定
性
大
乘
○
又
問

○
在
於
滅
定
許
有
七
八
否
更
問
無
餘
依
涅
槃
許
有

七
八
否
若
不
許
者
量
云
汝
滅
定
○
應
名
無
餘
依
涅
槃

同
彼
無
餘
無
七
八
故
如
彼
無
餘
涅
槃
○
反
量
云
無
餘

涅
槃
○
應
名
滅
定
○
許
有
七
八
故
○
如
滅
定
○
又
量

云
趣
寂
聲
聞
○
定
不
成
佛
以
無
大
乘
因
故
猶
如
虚
空

○　

○
は
千
観
に
よ
る
省
略
部
分

（『
三
宗
相
対
抄
』
第
一
・
七
五
丁
左 

―
七
六
丁
右
）

次
に
『
一
乗
要
決
』
巻
下
に
引
用
さ
れ
る
文
を
調
べ
る
と
、
現
在
流

布
し
て
い
る
卍
続
蔵
経
『
玄
賛
要
集
』
に
は
該
当
文
が
見
あ
た
ら
ず
、

千
観
の
『
三
宗
相
対
抄
』
の
引
用
文
と
正
に
一
致
す
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
こ
れ
は
卍
続
蔵
経
の
底
本
と
な
っ
た
法
隆
寺
写
本
に
本
来
有
る
べ

き
文
章
が
欠
落
し
て
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
法
隆
寺
本
）
15
（

は
『
三
宗
相
対

抄
』
よ
り
約
三
百
年
後
の
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
に
書
写
さ
れ
て
お

り
、
少
な
く
と
も
源
信
の
『
一
乗
要
決
』
撰
述
時
の
寛
弘
三
年

（
一
〇
〇
六
）
に
は
完
本
で
あ
っ
た
も
の
が
流
伝
の
過
程
で
一
部
が
欠
落

し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
法
隆
寺
写
本
を
底
本

と
す
る
『
玄
賛
要
集
』
流
布
本
は
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、『
三

宗
相
対
抄
』
所
引
の
『
玄
賛
要
集
』
の
方
が
現
行
の
流
布
本
よ
り
も
文

献
的
に
優
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
よ
う
。『
一
乗
要
決
』
巻
下
引
用
の

『
玄
賛
要
集
』
と
『
三
宗
相
対
抄
』
所
引
の
『
玄
賛
要
集
』
を
比
較
す

る
と
次
の
よ
う
に
一
致
す
る
。

『
一
乗
要
決
』
巻
下
（
大
文
第
八
・
弁
教

権
実
）

諸
教
次
第
淺
深
如
是
。
何
苦
是
前
權
。

非
最
後
實
語
。
其
三
。
然
基
公
ノ
文
ハ
。

應
レ
有
二
別
意
一。
如
二
法
華
玄
賛
要
集

第
四
云
一。
就
二
法
華
經
ノ
意
一。
並
ニ
顯
二
一

乘
一。
而
先
師
ノ
疏
ノ
文
ニ
。
多
引
二ク
ハ
五

性
一ヲ
。
欲
レ

歸
二ン
ト

一
致
一ニ
。
故
亦
兩

『
三
宗
相
対
抄
』
所
引
の
『
玄
賛
要
集
』

集
四
云 

―
―
―　

中
略　

―
―
―

諍
頌
是
仏
境
界
非
諸
聲
聞
縁
覚
所
知

若
人
於
是
生
疑
心
者
猶
能
摧
壊
無
量

煩
悩
如
須
弥
山
若
於
是
中
生
決
定
者

是
名
執
者
如
是
執
著
不
名
為
善
何
以

故
摧
壊
諸
疑
納
故
明
一
乗
三
乗
所
以

不
定
也　

就
法
花
經
意
並
顯
一
乘
而
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存
ナ
リ
。
勿
下
因
二テ
此
言
一
遂
ニ
生
中コ
ト
偏

執
上ヲ
。
故
百
法
記
二

云
。
不
レ

應
三

定

説
二
有
ト
之
與
一トレヲ
無
。
推
二
決
ヲ
於
佛
一。

斯
爲
善
會
。
此
即
疏
主
之
深
意
也

鏡
水
沙
門
棲
復
撰
。
則
知
。
慈
恩
一

乘
爲
勝
。
然
所
宗
故
。
忽
不
撥
五
性
。

順
道
理
故
。
永
不
背
一
乘
。
由
此
唱

言
不
可
定
説
。（
恵
全
二
、
二
〇
九
）

先
師
疏
文
多
引
五
性
欲
歸
一
致
旦
亦

兩
存
勿
因
此
言
遂
生
偏
執
故
百
法
記

云
不
應
定
説
有
之
與
無
推
決
於
佛
斯

爲
善
會
此
即
疏
主
之
深
意
也
言
依
善

戒
經
等
者
二
種
之
性　

善
戒
地
持
雙

明
有
性
無
性

（『
三
宗
相
対
抄
』
第
二
・
八
丁
右
）

源
信
は
千
観
の
『
三
宗
相
対
抄
』
を
指
南
と
し
な
が
ら
、『
玄
賛
要

集
』
の
原
本
か
ら
引
用
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、

『
一
乗
要
決
』
に
お
い
て
、
源
信
の
経
論
か
ら
の
引
用
態
度
と
宗
観
念

に
つ
い
て
『
一
乗
要
決
』
序
文
に
は
、「
諸
乘
ノ
權
實
ハ
古
來
諍
也
。
倶
ニ

據
二
經
論
一。
互
ニ
執
二ス
是
非
一。
―
―
―
中
略
―
―
― 
全
ク
捨
二
自
宗
他
宗

之
偏
黨
一ヲ
。
專
ラ
探
二ル
ニ
權
智
實
智
之
深
奧
一ヲ
。」
と
あ
り
、
源
信
は
、
自

宗
他
宗
の
偏
黨
を
捨
て
一
三
権
実
論
争
を
論
じ
る
。
千
観
は
三
宗
を
相

対
的
に
捉
え
る
。
優
曇
華
の
譬
喩
で
天
台
三
論
に
対
し
て
玄
賛
の
文
は

分
明
な
ら
ず
と
表
現
す
る
。
こ
こ
に
源
信
と
千
観
に
お
け
る
両
者
撰
述

態
度
の
近
似
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

千
観
撰
『
法
華
三
宗
相
対
抄
』
の
内
容
を
研
究
し
た
結
果
、
次
の
点

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

千
観
は
同
書
を
撰
述
す
る
に
あ
た
り
、
冒
頭
に
お
い
て
『
法
華
経
』

の
文
献
成
立
を
吟
味
し
、
天
台
大
師
以
降
の
諸
師
の
見
解
を
伝
聞
も
含

め
検
討
し
て
い
る
。
日
本
天
台
の
教
学
を
伝
承
す
る
千
観
が
用
い
た
独

自
表
現
が
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
、『
三
宗
相
対
抄
』
の
膨
大
な
引
用
文

の
一
部
を
調
査
す
る
と
、
栖
復
撰
『
法
華
玄
賛
要
集
』
の
引
用
が
注
目

さ
れ
、『
玄
賛
要
集
』
逸
文
の
復
元
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
判
明
、
同

時
に
大
日
本
続
蔵
経
の
底
本
よ
り
も
『
三
宗
相
対
抄
』
引
用
の
『
玄
賛

要
集
』
の
方
が
文
献
と
し
て
優
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
『
法
華
三
宗
相
対
抄
』
は
文
献
と
し
て
貴
重
な
価
値

を
有
す
る
も
の
と
結
論
付
け
ら
れ
よ
う
。

今
回
、『
三
宗
相
対
抄
』
と
『
一
乗
要
決
』
の
引
用
文
の
一
致
点
を

考
察
し
、
千
観
か
ら
源
信
へ
の
影
響
が
少
な
か
ら
ず
有
し
た
こ
と
も
明

ら
か
と
な
っ
た
。
一
三
権
実
論
争
の
終
局
面
に
つ
い
て
は
、
良
源
か
ら

源
信
へ
と
捉
え
る
こ
と
が
通
常
で
あ
っ
た
が
、
一
乗
思
想
の
系
譜
は
良

源
よ
り
む
し
ろ
千
観
か
ら
源
信
へ
と
把
捉
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
察
し
た
。
今
後
さ
ら
な
る
研
究
へ
と
つ
な
げ
た
い
。

1　

佐
藤
﹇
一
九
七
九
﹈、
梯
﹇
二
〇
〇
五
﹈、
末
木
﹇
一
九
九
一
﹈。

2　

天
台
宗
全
書
、
第
二
三
巻
、
二
十
五
頁
。

3　

佐
藤
﹇
一
九
四
〇
﹈。

4　

佐
藤
﹇
一
九
七
九
﹈
六
九
頁
。

5　
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』（
小
野
玄
妙
編
、
大
東
出
版
社
）
第
一
〇
巻
、

三
二
頁
。

6　

た
だ
し
、『
玄
賛
要
集
』
の
欠
本
巻
二
二
が
引
用
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
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う
『
三
宗
相
対
抄
』
の
該
当
は
欠
本
部
分
で
あ
る
た
め
逸
文
復
元
が
で
き

な
い
が
、『
法
華
玄
賛
要
集
』
の
欠
本
個
所
の
巻
二
二
か
二
三
の
一
巻
が

京
都
禅
林
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
の
御
教
示
を
落
合
俊
典
教
授
よ
り
本

稿
発
表
時
に
頂
い
た
。
筆
者
未
見
で
あ
る
が
、
書
写
年
代
が
も
し
欠
落
文

を
有
す
る
法
隆
寺
写
本
と
近
い
場
合
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

7　

築
島
博
士
の
メ
モ
に
は
「
本
書
前
半
と
後
半
と
異
筆
に
し
て
前
半
は
院

政
／
期
、
後
半
は
鎌
倉
期
の
書
写
な
る
べ
し
、
朱
の
訓
点
／
も
前
半
後
半

別
筆
な
れ
ど
も
ヨ
コ
ト
点
は
同
じ
く
／
ニ
シ
ハ
カ
点
な
り
、
前
半
は
院
政

期
、
後
半
は
鎌
倉
／
期
の　

訓
点
な
り
／
昭
和
三
十
三
年
七
月
十
九
日
／

築
島
裕
識
」
と
あ
る
。

8　

道
元
徹
心
「
叡
山
文
庫
蔵
・
千
観
撰
『
法
華
三
宗
要
録
』
序
の
記
述
に

つ
い
て
」（『
天
台
学
報
』
特
別
号
、
二
〇
一
八
刊
行
予
定
）。

9　

伊
藤
瑞
叡
『
法
華
経
成
立
論
史

―
法
華
経
成
立
の
基
礎
的
研
究

―
』

平
楽
寺
書
店
、
二
〇
〇
七
。

10　

道
元
徹
心
「
叡
山
文
庫
蔵
・
千
観
撰
『
法
華
三
宗
相
対
抄
』
に
つ
い
て
」

（
坂
本
廣
博
博
士
喜
寿
記
念
論
文
集
『
佛
教
の
心
と
文
化
』
二
〇
一
九
刊

行
予
定
）。

11　

中
国
の
密
教
部
の
典
籍
で
少
し
み
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
、
日

本
に
お
い
て
は
三
車
四
車
の
用
法
と
し
て
、
安
然
が
『
教
時
諍
論
』（
大

正
蔵
、
七
五
、
三
六
八
中
）
で
三
論
を
四
車
家
と
し
て
「
如
是
等
義
。
與

三
論
同
。
羊
車
鹿
車
黄
牛　

車
大
白
牛
車
。
合
為
四
車
。」
と
示
す
程
度

で
あ
る
。

12　

注
10
に
同
じ
。

13　

山
崎
誠
「
成
唯
識
論
『
鏡
水
抄
』
佚
文
考
」（『
日
本
古
典
文
学
会
々
報
』

第
九
九
号
、
一
九
八
三
、
六
―
七
頁
）。
牧
野
和
夫
「
中
世
に
お
け
る
仏

典
注
疏
類
受
容
の
一
形
態

―
『
鏡
水
抄
』
の
こ
と

―
」（『
汲
古
』
第

六
号
、
一
九
八
四
）。

14　

高
橋
宏
幸
「『
法
華
経
釈
文
』
撰
述
に
関
す
る
一
資
料
を
巡
っ
て
」（『
国

文
学
論
考
』
第
三
六
号
、
二
〇
〇
〇
、
一
四
―
一
六
頁
）。

15　
『
新
纂
続
蔵
』
第
三
四
巻
九
二
九
中
に
よ
る
と
、
底
本
は
奥
付
に
「
此

書
三
十
五
帖
。
年
來
之
間
。
勵
微
力
。
料
紙
調
儲
。
勸
進
筆
師
。
書
寫

畢
。
願
自
他
依
此
功
徳
。
生
生
世
世
値
遇
太
子
聖
皇
。
在
在
所
所
結
縁
法

華
經
。
仍
法
隆
寺
大
經
藏
安
置
。
寺
門
不
出
。
不
可
被
所
出
他
所
而
已
。

弘
長
元
年
辛
酉
七
月
二
十
三
日
」
と
あ
る
。

〈
参
考
文
献
〉

佐
藤
哲
英
「
千
観
内
供
の
研
究
」『
宗
学
院
論
輯
』
第
三
十
輯
、
一
九
四
〇

佐
藤
哲
英
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究
』
百
華
苑
、
一
九
七
九

梯
信
暁
「
千
観
の
浄
土
教
思
想
」『
大
乗
佛
教
思
想
の
研
究　

村
中
祐
生
先

生
古
稀
記
念
論
文
集
』
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
五

末
木
文
美
士
「
千
観
の
『
即
身
成
仏
義
私
記
』
に
つ
い
て
」『
天
台
思
想
と

東
ア
ジ
ア
文
化
の
研
究
』
塩
入
良
道
先
生
追
悼
論
集
、
山
喜
房
仏
書
林
、

一
九
九
一

道
元
徹
心
「
叡
山
文
庫
蔵
・
千
観
撰
『
法
華
三
宗
要
録
』
序
の
記
述
に
つ
い

て
」『
天
台
学
報
』
特
別
号
、
二
〇
一
八
（
刊
行
予
定
）

道
元
徹
心
「
叡
山
文
庫
蔵
・
千
観
撰
『
法
華
三
宗
相
対
抄
』
に
つ
い
て
」『
佛

教
の
心
と
文
化
』
坂
本
廣
博
博
士
喜
寿
記
念
論
文
集
、
二
〇
一
九
（
刊
行

予
定
）

（
本
稿
は
、
平
成
三
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究C

18K
00070

「
上
古
日
本
天
台
に
お
け
る
一
乗
思
想
の
基
礎
研
究

―
叡
山
文
庫
蔵
『
法
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千
観
撰
『
法
華
三
宗
相
対
抄
』
の
資
料
的
価
値
（
道

元
）

華
三
宗
相
対
抄
』
を
中
心
に

―
」）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
千
観
、
源
信
、『
法
華
三
宗
相
対
抄
』、『
法
華
玄
賛
要
集
』、

一
乗

（
龍
谷
大
学
教
授
）

　
介
紹
刊
新

菅
野
博
史
　
訳
註

Ａ
五
版
・
三
五
〇
頁
・
本
体
価
格
一
〇
、
〇
〇
〇
円

大
蔵
出
版
・
二
〇
一
八
年
九
月

法
華
玄
義
Ⅲ
・
観
音
玄
義
・
法
華
経
安
楽
行
義

新
国
訳
大
蔵
経 

中
国
撰
述
部
１-

５

(

法
華
・
天
台
部)


